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一
　
は
じ
め
に

　

本
書
は
神
戸
新
聞
と
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
の
共
同
企
画
と
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
青
野
原
俘
虜
収

容
所
を
中
心
に
地
元
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
、
再
構
成
し
て
い
く
過
程

の
中
間
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
。
本
書
の
お
も
な

研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
青
野
原
は
、
現
在
の
兵
庫
県
小
野
市
と
加
西

市
に
ま
た
が
る
地
域
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
際
し
て
日
本
の
捕
虜
と

な
っ
た
ド
イ
ツ
兵
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
兵
の
捕
虜
収
容
所

が
お
か
れ
て
い
た
。
小
野
市
と
地
域
連
携
協
定
を
結
ぶ
神
戸
大
学
は
、

青
野
原
俘
虜
収
容
所
の
実
態
究
明
に
協
力
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域

住
民
と
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
二
〇
〇
五
年
に
小
野
市
立
好
古
館
で
開

催
さ
れ
た
展
示
会
を
皮
切
り
に
、
神
戸
大
学
交
響
楽
団
に
よ
る
収
容
所

演
奏
会
の
再
現
演
奏
会
を
小
野
市
、
そ
し
て
神
戸
大
学
で
開
催
す
る
な

ど
、
地
域
や
大
学
に
目
に
見
え
る
形
で
も
、
そ
の
研
究
成
果
を
ア
ピ
ー

ル
し
続
け
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、い
っ
た
ん
二
〇
〇
七
年
に『
青

野
原
俘
虜
収
容
所
の
世
界　

第
一
次
世
界
大
戦
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
捕
虜

兵
』（
大
津
留
厚
・
藤
原
龍
雄
・
福
島
幸
宏
著
、
山
川
出
版
社
）
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
以
降
、
地
域
の
「
歴
史
興
し
」
の
事
業
は
世
界

的
な
広
が
り
を
み
せ
、
二
〇
〇
八
年
に
は
捕
虜
兵
の
祖
国
オ
ー
ス
ト
リ

ア
で
の
展
示
会
と
再
現
演
奏
会
の
開
催
が
実
現
し
た
。
本
書
で
は
、
こ

れ
ら
の
事
業
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
ち
、
い
か
に
し
て
実
現
へ
と
こ

ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
克
明
に
述
べ
ら
れ
て
い
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る
。

　

評
者
は
現
在
、
中
学
生
と
高
校
生
に
社
会
科
・
地
歴
公
民
科
を
教
え

る
仕
事
に
つ
い
て
い
る
が
、
高
等
学
校
の
学
習
指
導
要
領
で
世
界
史
が

必
修
と
な
っ
て
以
来
、
年
々
生
徒
の
世
界
史
離
れ
が
進
ん
で
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
現
在
の
中
学
校
社
会
科
の

歴
史
的
分
野
の
中
で
は
、世
界
史
の
内
容
を
系
統
的
に
は
教
え
ら
れ
ず
、

高
校
に
な
っ
て
い
き
な
り
難
度
の
高
い
世
界
史
を
通
史
的
に
学
ば
さ
れ

る
点
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。
し
た
が
っ
て
生
徒
た
ち
の
中
に
は
、
基
本

的
な
世
界
史
の
流
れ
を
理
解
す
る
以
前
に
、「
カ
タ
カ
ナ
の
人
名
が
覚

え
ら
れ
な
い
」「
中
国
史
の
難
し
い
漢
字
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
、

世
界
史
に
対
す
る
興
味
・
関
心
と
は
無
関
係
の
理
由
で
、
世
界
史
の
学

び
を
放
棄
す
る
者
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
世
界
史
教
育
の
停
滞
し

た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
生
徒
の
身
近
な
地
域
か
ら
歴
史
を
掘

り
起
こ
し
て
生
徒
と
世
界
と
の
距
離
を
縮
め
た
上
で
、
生
徒
が
少
し
で

も
興
味
・
関
心
を
も
て
る
教
材
を
開
発
し
、
こ
れ
を
通
史
学
習
へ
と
つ

な
げ
る
授
業
展
開
を
創
造
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
育

現
場
の
問
題
意
識
か
ら
も
、
本
書
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。　

二
　
本
書
の
構
成
と
地
域
展
方
式

　

本
書
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

は
じ
め
に

　

Ⅰ　

姫
路
・
青
野
原
捕
虜
収
容
所
の
世
界

１　

皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
と
日
本
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ

リ
ー
関
係

２　

姫
路
の
収
容
所

―
箱
庭
の
国
際
社
会

３　

写
真
か
ら
見
る
青
野
原
俘
虜
収
容
所

４　

神
戸
と
第
一
次
世
界
大
戦
捕
虜
兵

―
も
う
一
つ
の
物
語

５　

時
空
を
わ
た
る
楽
の
音

　
　
　

―
俘
虜
収
容
所
で
の
音
楽
会
と
再
現
演
奏
の
試
み

　

Ⅱ　

地
域
社
会
と
世
界
の
往
還

―
「
青
野
原
俘
虜
収
容
所
」
を
め
ぐ
る
神
戸
大
学
と
小
野

市
の
連
携
の
持
つ
意
味

―

１　

神
戸
大
学
に
お
け
る
地
域
連
携
の
特
質
に
つ
い
て

２　

小
野
市
と
の
地
域
歴
史
文
化
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

　
　

謝
辞

　

著
者
の
中
で
奥
村
弘
氏
が
担
当
し
た
Ⅱ
部
で
は
、
神
戸
大
学
が
組
織

的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
連
携
事
業
の
特
質
を
ま
と
め
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た
上
で
、
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
と
小
野
市
と
の
取
り
組

み
の
中
に
み
ら
れ
る
地
域
歴
史
文
化
を
活
性
化
さ
せ
る
手
法
と
し
て
、

「
地
域
展
方
式
」
と
、
青
野
原
俘
虜
収
容
所
の
里
帰
り
展
覧
会
や
収
容

所
で
の
音
楽
会
の
再
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
代
表
さ
れ
る
「
地
域
と
世
界
の

往
還
」
と
い
う
二
つ
の
手
法
の
有
効
性
が
実
例
を
も
っ
て
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
「
地
域
展
方
式
」
と
は
、
大
人
と
子
ど
も
が
と
も
に
地

域
の
歴
史
遺
産
を
学
び
、
そ
れ
を
小
野
市
の
好
古
館
の
一
室
に
展
示
し

て
図
録
を
作
成
す
る
と
い
う
方
法
の
こ
と
で
、
こ
の
方
式
が
と
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
小
野
市
立
好
古
館
の
入
場
者
は
急
増
し
、
地
域

ぐ
る
み
で
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
す
作
業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
こ
う
し
た
方
式
は
、
単
に
調
査
・
発
表
の
場
と
し
て
博
物
館

の
利
用
を
う
な
が
す
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
文
化
を
多
く
の
人
の
手
に

よ
っ
て
共
同
で
掘
り
起
こ
し
て
い
く
た
め
の
新
し
い
手
法
と
し
て
も
注

目
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
書
の
実
践
例
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ

の
方
式
に
小
中
学
校
の
教
員
が
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
展
が
教

員
の
研
修
の
場
と
な
る
と
同
時
に
、
児
童
・
生
徒
を
受
け
身
に
さ
せ
が

ち
な
社
会
科
の
授
業
改
善
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
で
き

る
。
小
中
学
校
の
社
会
科
の
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
「
博
物

館
活
用
」
の
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、「
地
域
展
方
式
」
の

今
後
の
展
開
に
注
目
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
Ⅱ
部
は
、
神
戸
大
学
（
な
か
で
も
人
文
学
研
究
科
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
）
の
地
域
連
携
事
業
の
取
り
組
み
に
対
す
る
総
括
と
意
義

付
け
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
以
下
で
は

主
に
Ⅰ
部
、
な
か
で
も
大
津
留
厚
氏
が
担
当
し
た
一
章
か
ら
四
章
を
中

心
に
内
容
を
追
い
、
論
評
を
加
え
て
い
き
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
章

は
、
先
に
述
べ
た
『
青
野
原
俘
虜
収
容
所
の
世
界　

第
一
次
世
界
大
戦

と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
捕
虜
兵
』
の
内
容
に
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
写
真
や

資
料
を
も
と
に
明
ら
か
に
な
っ
た
研
究
成
果
を
加
え
て
書
き
下
ろ
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
読
者
に
は
、
あ
わ
せ
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
お

薦
め
し
た
い
。

三
　「
箱
庭
の
国
際
社
会
」

  

青
野
原
俘
虜
収
容
所
の
特
徴
は
、
日
本
で
収
容
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
捕
虜
兵
の
八
割
に
あ
た
る
二
三
〇
名
あ
ま
り
が
収
容

さ
れ
て
い
た
点
に
あ
る
。
な
ぜ
青
野
原
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ

リ
ー
捕
虜
兵
が
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。本
書
の
一
章
で
は
、

一
九
一
三
年
の
秋
か
ら
東
ア
ジ
ア
海
域
で
常
駐
艦
の
任
務
に
就
い
て
い

た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
海
軍
の
巡
洋
艦
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
動
き
を
通

し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
前
後
の
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
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ガ
リ
ー
と
の
関
係
の
推
移
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
九
一
四
年
前
半
、
日
本
と
中
国
各
地
を
転
々
と
し
て
い
た
皇
妃
エ

リ
ー
ザ
ベ
ト
号
は
、
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
事
件
を
き
っ
か
け
に
大
戦
開
始
の
予

想
が
高
ま
る
な
か
、
七
月
二
二
日
に
は
同
盟
国
ド
イ
ツ
の
租
借
地
青
島

に
入
港
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
日
本
は
日
英
同
盟
を

根
拠
に
ド
イ
ツ
に
宣
戦
を
布
告
し
た
。
し
か
し
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン

ガ
リ
ー
と
日
本
の
間
に
直
接
の
係
争
問
題
は
存
在
せ
ず
、
両
国
の
外
交

当
局
も
、
お
互
い
交
戦
状
態
に
入
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。
両

国
は
い
っ
た
ん
は
皇
妃
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
武
装
解
除
で
合
意
し
た

が
、
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
届
い
た
指
令
で
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
号
の
乗
組
員
に

は
「
青
島
で
ド
イ
ツ
軍
と
と
も
に
戦
う
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
た
。
日
本

軍
の
青
島
攻
撃
部
隊
の
総
数
は
五
万
一
七
〇
〇
人
、
こ
れ
に
同
盟
国
で

あ
る
イ
ギ
リ
ス
陸
軍
一
三
九
〇
人
が
参
加
し
た
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
側

の
総
兵
力
は
五
〇
〇
〇
人
に
す
ぎ
ず
、
戦
う
前
か
ら
勝
敗
は
明
ら
か
で

あ
っ
た
。
一
九
一
四
年
一
〇
月
三
一
日
に
始
ま
っ
た
青
島
を
め
ぐ
る
攻

防
は
、
一
週
間
あ
ま
り
で
ド
イ
ツ
側
が
降
伏
し
、
四
六
八
九
人
の
ド
イ

ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
兵
が
捕
虜
と
な
っ
た
。

　

続
く
二
章
で
は
、
藤
原
龍
雄
氏
の
先
行
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
京
都

府
立
総
合
資
料
館
歴
史
資
料
課
の
福
島
幸
宏
氏
の
成
果
も
参
考
と
し
な

が
ら
、
姫
路
の
収
容
所
で
形
成
さ
れ
た
「
箱
庭
の
国
際
社
会
」
の
あ
り

よ
う
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
捕
虜
兵
た
ち
は
、
一
一
月

一
四
日
に
青
島
を
出
発
し
て
日
本
に
移
送
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
姫
路
に

収
容
さ
れ
た
捕
虜
は
三
二
三
名
で
、
彼
ら
は
収
容
所
の
本
部
が
置
か
れ

た
船
場
本
徳
寺
を
は
じ
め
、
三
つ
の
寺
に
分
け
て
収
容
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
姫
路
の
収
容
所
に
は
、
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

二
国
関
係
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
多
言
語
的
な
世
界
が

反
映
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
み
ら
れ
た
姫
路
の
収
容
所
独
特
の
風
貌
を

大
津
留
氏
は
「
箱
庭
の
国
際
社
会
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
こ
の
意
思
の

疎
通
が
思
う
に
任
せ
な
い
社
会
の
中
で
は
、
食
事
の
多
寡
な
ど
他
愛
も

な
い
こ
と
が
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
捕
虜
兵
双
方

の
不
満
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
両
国
と
同
盟
関
係
に
あ
り
な

が
ら
中
立
を
守
っ
て
い
た
イ
タ
リ
ア
が
協
商
国
側
で
参
戦
す
る
と
、
こ

れ
ら
捕
虜
兵
の
攻
撃
の
矛
先
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
イ
タ

リ
ア
系
の
兵
士
に
向
け
ら
れ
、
一
九
一
五
年
六
月
に
は
八
名
の
イ
タ
リ

ア
系
兵
士
が
「
半
殺
し
」
に
な
る
ま
で
の
暴
行
を
受
け
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
収
容
所
の
中
の
人
間
関
係
は
、「
箱
庭
の
国
際
社
会
」
と
い
う

表
現
通
り
、
現
実
の
国
際
関
係
を
如
実
に
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

  

戦
争
の
長
期
化
と
と
も
に
、
一
九
一
五
年
に
は
恒
久
的
な
収
容
施
設

が
日
本
各
地
に
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
青
野
原
俘
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虜
収
容
所
で
あ
る
。
三
章
で
は
、
残
さ
れ
た
手
記
と
写
真
を
手
が
か
り

に
、
青
野
原
で
の
捕
虜
た
ち
の
生
活
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
一
五
年
九
月
二
〇
日
、
姫
路
に
収
容
さ
れ
て
い
た
三
二
三
名
の

捕
虜
兵
は
、
青
野
原
俘
虜
収
容
所
へ
と
移
動
し
た
。
こ
の
収
容
所
の
方

針
は
、
大
戦
の
終
了
ま
で
捕
虜
た
ち
を
平
穏
無
事
に
預
か
る
こ
と
で

あ
っ
た
た
め
、
捕
虜
た
ち
が
収
容
所
の
生
活
に
不
満
を
も
っ
て
脱
走
や

反
抗
行
為
に
及
ば
ぬ
よ
う
、
収
容
所
の
生
活
で
は
娯
楽
が
重
視
さ
れ
て

い
た
。
室
内
で
行
う
娯
楽
と
し
て
は
、
将
棋
（
チ
ェ
ス
だ
と
思
わ
れ
る
）、

カ
ル
タ
（
ト
ラ
ン
プ
）、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
が
好
ま
れ
、
音
楽
や
演
劇
も
奨

励
さ
れ
た
。
特
に
音
楽
に
関
し
て
は
楽
隊
が
編
成
さ
れ
、
演
奏
の
た
め

に
小
さ
な
音
楽
堂
も
建
設
さ
れ
て
ピ
ア
ノ
、
オ
ル
ガ
ン
、
バ
イ
オ
リ
ン

な
ど
も
備
え
付
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
中
で
「
青
野
原
収
容
所
楽
団
」

が
結
成
さ
れ
、
一
九
一
九
年
三
月
に
は
、
東
シ
ベ
リ
ア
で
苦
境
に
立
た

さ
れ
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
捕
虜
兵
の
た
め
に
《
慈

善
演
奏
会
》
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
演
奏
会
の
内
容
が
解

明
さ
れ
、《
慈
善
演
奏
会
》
の
再
現
演
奏
が
実
現
す
る
ま
で
の
経
緯
に

つ
い
て
は
、
五
章
で
長
野
氏
が
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
ま
た
一
九
一
八

年
に
は
、
捕
虜
た
ち
が
作
成
し
た
作
品
を
展
示
・
販
売
す
る
捕
虜
制
作

品
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
写
真
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

展
覧
会
は
、
捕
虜
に
と
っ
て
は
収
入
を
得
る
機
会
で
あ
っ
た
が
、
同
時

に
日
本
側
に
と
っ
て
も
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
優
れ
た
技
術
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
一
方
、
屋
外
の

娯
楽
と
し
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、
体
操
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
、
特
に
サ
ッ
カ
ー
は
近
隣
住
民
と
の
試
合
も
行
わ

れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
屋
外
の
娯
楽
で
捕
虜
兵
た
ち
が
楽
し
み

に
し
て
い
た
の
は
遠
足
で
、
通
常
は
毎
週
半
日
、
一
ヶ
月
に
一
回
は
一

日
の
遠
足
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
一
九
一
八
年
に
第
一
次
世
界
大
戦

の
休
戦
協
定
が
結
ば
れ
た
後
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
捕
虜
兵
た
ち
が
講
和
条
約
の
締
結
ま
で
帰
国
を
待
た
さ
れ
る
間

に
、
神
戸
の
ド
イ
ツ
人
家
庭
へ
の
訪
問
も
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

他
に
も
三
章
で
は
、
一
九
一
八
年
に
な
る
と
捕
虜
た
ち
に
収
容
所
の
外

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
で
豚
を
飼
育
す
る
こ
と
が
許
可

さ
れ
た
こ
と
や
、
収
容
所
の
バ
ラ
ッ
ク
の
屋
根
に
布
団
を
干
し
て
い
る

様
子
の
ほ
か
、
食
生
活
の
改
善
と
と
も
に
「
バ
ン
ザ
イ
」
と
よ
ば
れ
る

酒
盛
り
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
収
容
所
の
日
常
生
活

が
写
真
を
も
と
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
末
期
の
一
九
一
八
年
七
月
、
青
野
原
俘
虜
収
容
所

で
ド
イ
ツ
の
捕
虜
兵
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
捕
虜
兵
と
が

格
闘
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
捕
虜
兵
が
負
傷
す
る
と
い

う
「
騒
擾
事
件
」
が
起
こ
っ
た
。
実
は
こ
の
事
件
の
背
景
に
は
、
当
時
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の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
全
土
で
発
生
し
た
ロ
シ
ア
か
ら
の
帰

還
兵
の
反
乱
が
あ
っ
た
と
、
大
津
留
氏
は
両
事
件
の
結
び
つ
き
を
強
調

し
て
い
る
。
最
後
の
四
章
で
は
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
帰
還
す
る
途
上
で
神

戸
に
入
っ
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
の
足
跡
を
追
う
こ
と
で
、
神

戸
と
旧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
捕
虜
兵
と
の
も
う
一
つ
の
出
会

い
を
描
き
出
し
て
い
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
で
大
量
の
捕
虜
を
抱
え
込
ん
だ
ロ
シ
ア
で
は
、

一
九
一
七
年
三
月
に
革
命
が
起
こ
り
、
臨
時
政
府
が
成
立
し
た
。
こ
の

と
き
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
捕
虜
兵
の
中
の
チ
ェ
コ
系
、
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
系
の
人
々
を
募
っ
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
が
形
成
さ

れ
た
が
、一
〇
月
革
命
で
政
権
を
握
っ
た
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
講
和
を
目
指
し
て
交
渉
を
開
始
す
る

と
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
は
在
ロ
シ
ア
の
連
合
国
側
の
軍
事
力

と
し
て
、
そ
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
軍
団
は
、
軍
事
力
と
し
て
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
戦
線
で
の
任
務
を
は

た
す
た
め
、
シ
ベ
リ
ア
を
通
過
し
て
極
東
の
港
湾
か
ら
海
路
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
向
か
お
う
と
、
東
に
向
か
っ
て
の
旅
を
は
じ
め
た
が
、
途
中
で
偶

発
事
件
を
き
っ
か
け
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
軍
と
衝
突
し
た
。
こ
の
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
を
救
出
す
る
名
目
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
日

本
の
シ
ベ
リ
ア
派
兵
（
い
わ
ゆ
る
シ
ベ
リ
ア
出
兵
）
が
行
わ
れ
た
。
し

か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
が
成
立
す
る
と
、
シ
ベ
リ

ア
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
が
存
在
す
る
意
味
は
な
く
な
り
、
本

国
へ
の
帰
国
が
急
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
軍
団
兵
士
を
乗
せ
た
第
二

船
ま
で
は
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
経
由
で
帰
国
し
た
が
、

イ
ン
ド
洋
周
り
で
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
第
三
船
は
、
関
門
海
峡
通

過
中
に
座
礁
し
、
神
戸
の
川
崎
造
船
所
の
ド
ッ
ク
で
修
理
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
船
の
修
理
ま
で
神
戸
に
滞
在
し
た
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
の
兵
士
を
お
世
話
し
た
の
が
、
関
西
学
院
の
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
塩
路
義
孝
氏
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
物
を
介

し
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
と
関
西
学
院
の
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
の

交
流
が
始
ま
り
、
一
九
一
九
年
九
月
一
五
日
に
は
関
西
学
院
で
チ
ェ
コ

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
合
唱
団
の
音
楽
会
が
開
か
れ
た
。

　

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
が
神
戸
を
後
に
し
た
の
は
同
年
一
〇
月

三
〇
日
、
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
二
ヶ
月
後
の
一
二
月
二
七
日
に
青
野
原
に
最

後
ま
で
留
め
置
か
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー

捕
虜
兵
二
二
二
名
が
神
戸
港
か
ら
帰
国
の
途
に
着
き
、
青
野
原
俘
虜
収

容
所
も
閉
鎖
と
な
っ
た
。

四
　
地
域
と
世
界
史
教
育
を
つ
な
ぐ
も
の
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本
書
の
も
つ
大
き
な
意
義
と
し
て
、
ま
ず
新
た
に
発
見
さ
れ
た
写
真

を
も
と
に
青
野
原
俘
虜
収
容
所
の
生
活
を
再
現
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

よ
う
。
本
書
の
三
章
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
は
、
ド
イ
ツ
在
住
の

デ
ィ
ー
タ
ー
・
リ
ン
ケ
氏
よ
り
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
も
と
も

と
は
ド
イ
ツ
捕
虜
兵
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
ル
ク
シ
ュ
タ
イ
ン
（
青
島
総
督

府
通
信
士
）
の
遺
族
が
所
蔵
し
て
い
た
写
真
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
写

真
に
写
し
出
さ
れ
た
場
所
を
、
地
元
の
人
た
ち
の
協
力
を
え
な
が
ら
特

定
し
、
ド
イ
ツ
捕
虜
兵
ケ
ル
ス
テ
ル
ン
が
残
し
た
手
記
な
ど
を
も
と
に

収
容
所
の
生
活
を
再
現
し
て
い
く
過
程
は
、
歴
史
学
の
醍
醐
味
を
味
わ

わ
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
写
真
に
は
、
収
容
所
で
の
生
活
を

少
し
で
も
快
適
に
送
ろ
う
と
す
る
捕
虜
兵
た
ち
の
姿
が
、
実
に
生
き
生

き
と
写
し
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
捕
虜
の
人
権
が
手
厚
く

守
ら
れ
て
い
た
背
景
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
日
本
に
と
っ
て
総
力

戦
に
は
至
ら
ず
、
あ
く
ま
で
限
定
的
な
戦
争
の
ま
ま
終
結
し
た
こ
と
が

あ
る
の
だ
ろ
う
。
戦
争
の
あ
り
よ
う
と
捕
虜
の
人
権
は
い
か
に
関
わ
り

を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
な
る
検
証
が
待
た
れ
る
。

　

ま
た
大
津
留
氏
は
、
姫
路
や
青
野
原
の
収
容
所
の
中
の
人
間
関
係
を

「
箱
庭
の
国
際
社
会
」
と
呼
び
、
こ
れ
ら
収
容
所
の
中
で
起
こ
っ
た
い

く
つ
か
の
事
件
を
、世
界
史
の
文
脈
の
中
で
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
の
と
ら
え
方
は
、
地
域
史
と
世
界
史
を
つ
な
げ
る
ば
か

り
で
な
く
、
地
域
と
世
界
史
教
育
を
つ
な
ぐ
視
点
と
し
て
も
、
大
き
な

意
味
を
も
つ
よ
う
に
思
う
。
実
際
、
本
書
の
一
章
か
ら
四
章
の
内
容
を

教
材
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
等
学
校
世
界
史
で
扱
う
第
一
次
世
界

大
戦
か
ら
ロ
シ
ア
革
命
ま
で
の
内
容
を
、
通
史
的
に
教
授
す
る
こ
と
は

十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。
特
に
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
み
ら
れ
た
国
際

関
係
の
推
移
は
、「
箱
庭
の
国
際
社
会
」
の
中
で
起
こ
っ
た
事
件
に
如

実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
れ
ら
収
容
所
の
歴
史
を
三
章
で
使

わ
れ
た
写
真
や
資
料
と
と
も
に
教
材
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
た
ち

に
「
遠
く
離
れ
た
」
世
界
史
の
教
科
書
の
内
容
を
、
よ
り
身
近
な
事
例

を
通
し
て
演
繹
的
に
学
び
と
ら
せ
る
授
業
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

　

神
戸
大
学
と
、
評
者
の
勤
務
す
る
中
学
校
・
高
等
学
校
の
位
置
す
る

神
戸
は
、
一
八
六
八
年
の
開
港
以
来
、
世
界
史
と
の
関
わ
り
の
中
で
成

長
し
て
き
た
海
港
都
市
で
、
中
国
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
の
関
わ
り
を
示
す
史
跡
や
建
造
物
を
、
い
ま
で
も
街

な
か
で
多
く
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
戸
の
地
域
文
化
を
「
箱
庭

の
国
際
社
会
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
文
脈
に
位
置

づ
け
て
い
く
作
業
を
進
め
る
と
同
時
に
、
単
な
る
投
げ
込
み
教
材
で
は

な
く
、
中
学
校
や
高
等
学
校
の
社
会
科
・
地
歴
科
、
と
り
わ
け
世
界
史

の
通
史
学
習
で
活
用
で
き
る
教
材
を
組
織
的
に
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
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れ
ば
、世
界
史
教
育
の
改
善
に
大
い
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
教
材
づ
く
り
を
大
学
が
中
学
校
や
高
等
学
校
の
教
員
と
共
同

で
進
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
学
は
新
た
な
地
域
文
化
の
担
い
手
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
本
書
に

は
、
中
高
の
社
会
科
・
地
歴
科
の
現
場
の
閉
塞
感
を
打
ち
破
る
さ
ま
ざ

ま
な
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
。




